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個人投資家向け、ニュースや興味のあるキーワードに関連する銘柄を抽出できる 

検索機能のトライアル提供開始 

～日本初、インターネット上のテキストビッグデータと株価データの総合解析を実現～ 

 

NTT コミュニケーションズ (以下：NTT Com)は、個人投資家向けにニュースや興味のある

キーワードに関連する銘柄を抽出できる検索機能（「関連銘柄検索 API*１（仮称）」）のトライア

ル提供を、2014 年 9 月 29 日より、「投資総合情報サイト ストックウェザー.com

（http://www.stockweather.co.jp）」サイト上で、主に個人投資家向けに開始します。 

ユーザーである個人投資家は、例えば「外国人観光客」といったニュースワードや、自身が興

味のあるキーワードを検索窓に入力することで、そのキーワードが関連し影響を与える企業の銘

柄情報に加え、それぞれの銘柄の関連度合いや良い影響か悪い影響かが数値化された情報を入手

できます。これにより、ユーザーは自身が関連銘柄として想定していなかった銘柄情報にも気づ

くことができ、それを投資判断の際の参考情報の一つとして利用できます。 

投資情報サービスにおいては、金融工学に基づくアプローチによる「テクニカル分析*２」サ

ービスが一般的な中、今回提供するインターネット上のテキストビッグデータと株価データを組

み合わせた、指定キーワードによる銘柄検索サービスは日本初となります。 

 

1. 背景 

個人投資家が銘柄選定を行う際、プロの投資家と違い入手可能な情報が乏しいため、トレ

ンドやニュース、特定のキーワードと関連する銘柄を発見するのは困難です。 

そこで、NTT Com は、ユーザーが入力したキーワードに対しインターネット上で公開さ

れているニュース記事や企業の決算開示情報などの膨大なテキスト情報（ビッグデータ）を

解析し、そのキーワードと関連度が高い多種多様な上場銘柄を瞬時に抽出するエンジンを独

自開発し、この検索エンジンを利用した「関連銘柄検索 API」のトライアル提供を開始しま

す。 

 

2. 機能 （画面イメージは別紙 1、利用シーンは別紙 2 を参照） 

本 API は、NTT Com が独自開発した「日本語解析技術」および「株価相関分析技術」を

もとに、インターネットや世の中に存在する膨大なテキストデータを解析する事で、そのキ

ーワードと関連度が高い銘柄の検索を瞬時に実現します。 

 

(１)本サービスで提供する情報 

・入力されたキーワードと関連の高い上場銘柄一覧（最大、上位 50 位まで） 

・上記各銘柄の関連度合いが把握できる指数（総合） 

・上記各銘柄の関連度合いが良い影響、悪い影響かが把握できる指数（ポジ、ネガ） 

http://www.stockweather.co.jp/


 

 

 

(２)対象銘柄 

東京証券取引所 上場全 3,425 銘柄 

（一部、二部、JASDAQ、マザーズなど 2014 年 5 月現在） 

 

(３)解析元データ 

・企業決算開示情報（約 1 万件） 

・ニュース記事  （約 26 万記事） 

・ブログ記事   （約 1.8 億記事） 

・会社四季報データ（全上場企業分） 

・Wikipedia   （全データ） 

 

３．サービス利用可能サイト（トライアル開始時点） 

「投資総合情報サイト ストックウェザー.com」 

http://www.stockweather.co.jp/sw2/relate.aspx 

 

４．提供開始日 

2014 年 9 月 29 日（月） 

 

５．今後の展開等 

本トライアルで得られたユーザーからの声を踏まえ、市場性および有効性を確認し、今後

の商用化の検討を進めます。また、本サービス関連分野において独自技術を持つベンチャー

企業などを募集し、技術のブラッシュアップや新たなサービスの共同検討を進めます。 

 
*１: Application Programming Interface の略。アプリケーションを開発する際に、既存の外部アプリケーションやサービスから機能やデータベースを呼び

出すためのインタフェース。アプリケーションに必要な機能を外部から呼び出して利用することで、その機能を自らプログラミングすることなく開発に利

用できる。 

*２：主に株式・商品取引・為替などの取引市場で、将来の株価の変化を過去の取引実績の時系列パターンから分析し予測する手法。 

 

 

http://www.stockweather.co.jp/sw2/relate.aspx


別紙1 画面イメージ 

自由にキーワードを入力し 
「検索」をクリック 

入力されたキーワードに 
関連があると思われる 
銘柄一覧が表示される 



別紙2 利用シーンイメージ 

順位 関連指数 コード 銘柄名 Pスコア Nスコア 
1 98 1111 Ａホテル 75 15 
2 87 2222 Ｂ通信 68 17 
3 75 3333 Ｃ建設 66 23 
・・ 

最近外国人観光客の増加が話
題になっているが、外国人観
光客と関係の深い銘柄は何だ
ろうか？ 

Ａホテルは想像していたが、 
Ｂ通信は意外だったな。どうも
wifi普及で関係しているようだ。
詳細を調べて検討してみよう。 

＜関連銘柄分析結果＞ 

＜例＞「外国人観光客」と関係のある銘柄を調べる 

外国人観光客 分析 

※上記は例であり、実際の分析結果とは異なります。 


